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と いいと 思 ふので ある。 

特に 異国 情調 を 売 物にする 芝居 を 除いて は、 外国人 

に扮 する ために、 特に、 その 努力 をす る 俳優 を 見た こ 

とがない。 白人 間の 相違 は 知れた もの だと 云 ふか もし 

れ ぬが、 それが 抑 も 認識不足で、 例へば 英国人と 仏 蘭 

西 人との 相違 は、 一 目 見れば わかる。 が、 「真面目な 芝 

居」 に 於て は、 演劇の 精神 を 没却す る こと を 惧れ、 俳 

優 は、 自己の 全能力 を、 人物の 個人的 表現に 傾倒し、 

恰も、 それが 「自国の 劇」 であるかの 如き 演じ 振り を 

する。 それ 故、 見物の 方で も、 舞台 は 外国で も、 登場 

人物 は、 外国人で ある こと を 忘れさう になる ので ある _ 



うな ものである。 ( 一 九 三 四 • 七) 
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